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　　　　　　　　天文學第三飼大講習會

一，日　時　　昭和七年八月十日午前八時から　〔三日間〕

r場所　　岡山縣倉敷市大原農業研究所講堂

顔，題目及び語師

　1，『天盤観測法』　　　　　　　　　　　　理學博士　　山　本　　一　　清

A・糊測の目的
C　経度の襯測及び計算法

E．赤道儀による槻測

G・光度の観測
L遊星面の観察
K．黄道光の槻測

且時刻の観測
D・緯度の観測
F．天膣爲眞の撮影法

H：．スペクトルの丁丁

J．流星の観測

2，課外講演

5，天則観　測

　　　　天田同好會耐會長
　　　　前平鐵同門學校敏授
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一，禽費金試西門　（門生牛額）

　　　但し天丈同好會員は金萱圓五拾錘也

　，申　　i込　　所

　　　　　　　　　　　一岡lb縣倉敷市高砂町
　　　　　　　　　　　二，岡山市門田二十一番地

　　　腱召　禾口　七　年一ヒ　月

　　　　　　　　　　　　　圭催蕎掘畜倉

　　　　　　　塁倉敷天二水　野　　千　里宛

敷天文憂
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national　？olar　Year　Observations　〈253）；　Preliminary　？rogram　of　the　Second　Poiar

Year（255）；　ノ：　UeXa，　Story　of　Astronoillical　Telegram　（261）；　槻．．磁7σσ∫α献
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蟹座ブレセベ星團と火星

・一

絆戸射揚天文ircて去2月8日撮影

（ダルマイや製9糎カメラ，曝露20分）



天　文　同　好
　　大正九年（1920年創立）

　　　清（京都市東一條）

　　　里（岡山市門田21）
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山　本　一　　　　　　　　　〔電話上509　8〕

水　野　午

池　田　政　晴（京都市左京町岡崎黒谷町11）

竹田新一郎（大阪府北河内郡香里）〔電話寝麗川41〕

申村婁（京都帝國大學花山ヲ紋塁）〔電話上6165〕
八木敬－t（京都帝國大罪天華學教室）〔自宅電話下543〕

京都帝國大台理學部天文學教室　〔電話上980／222〕

岡山縣倉敷市〔電話35〕一原名饗蚕蓬長〔電言舌75〕

天文同好會規則（昭和聯11月22日吹正）

第一條此ノ曾ヲ天丈同好會ト云フ

第二條　此ノ會ハ天文學ノ了解ヲ進メ兼ネテ同好者相互ノ親睦ヲ堰スノが目的デア

　ノレ

第三條　本部ヲ京都帝國大學天文部内二置ク叉會員密集ノtu　＝ノ・支部ヲ置ク

第四條此ノ會ハ其ノ目的ヲ達スル爲メ次ノ事業ヲ行フ

　一・講演（例會毎刀一回，総會年一回，其他臨時會）

　二・講習（各地デ臨時二開ク）

　三　雑誌国書ノ出版（雑誌ハ毎月會二二無代配布，圖書ハ随時）

　四．見學及ビ實地二二（本三二襯測部ヲ置キ別記ノ規約二丁ル）

　五．二丈塁ノ経讐（會fi　＝ノ・特棲ガアル）

第五條　此ノ會ノ目的二三スルモノハ誰デモ入會が出來ル（申込ノ際ハ住所職業並

　年ヲ記入セラレタイ．）工費ハ毎回年度ニツキ前納金参圓ト入但シ中途入會ノ場

　合ハ月二一鎮ノ割ヂ年末マデ前納ノ事

第六際　本丁ノ経瞥ヲ支持スル趣意デ毎年金丹拾圓以上ヲ醒i出スル者ヲ維持會員5

　スノレ

第七條一時金壷百圓以上ヲ寄附スル者及ビ総會昌テ特二野墾セラレタ者ヲ名手會

　員Fスル

第八條　此ノ會ノ役員二次ノ逓リ

　會長　一名　　副二二　一名　　會計監督　一名　　幹事　二名　　會計　一名

　會長ト副會長ト他計監督トノ・総會デ選墨セラレルモノデ，任期ノ・ニケ年幹事ト

　會計トハ會長ノ指名デ任期一ケ年

第九條此ノ曾轟評議員若干名ヲ置キ，役員ノ相談相手トナル

天　界　第百三十六號鵠籍甚葦＝誘量‡鶉嬰響〔定慣金参拾鎮〕郵税金萱鎮

編輯兼獲行者　京都帝國大慶内（振替貯金口座大阪56765）　天女同好會（代表者山塞一清）

印　刷　所　京都市中京区柳馬揚三條南入　　　　橡式會杜似玉堂（電本426．427．4501）

印　尉　者　：京都市中京圏柳馬場三條南入　　　　　　　　　　　福　井　松　之　助

賓捌所慧離離飴鷲の3　霧髭駁援暮離翻1



第 四 版

古賀麺星圖
　　　本會大牟田支部幹事　　　　本層々長　理學博士

　　　古賀和吉氏作　　　山本R清民校訂
　肉眼で星を見るナこめにも，望遠鏡で観測するナこめにも，星圏が必要であ

ることは言ふまでもない。我が國の各地に星を見る人々が層すにつれ，近

年はいよいよ星圖の要求が大きくなって來た．高高同行の簡易嗣子は此

等の要求に幽する最初のものであるが，天文趣味に少しく進んで行つナこ人

は皆「も少し詳しい星圖が欲しい」と言はれる．本會は創立の頃，會員古賀氏

が作った古賀恒星聖なるものを即行して其要求に鷹じた．以後版を重訟て

現在四三に及んで居る，其萬版に際して山本教授の手によって多少の改訂

が施され，版のデザインや印刷も幾らか改められ，美的で，清楚で，携帯

に便利なものとなつナこ・

　此の圖は，壁に掛けても好し，観測帳のページの間に学んでも好し，折

り込んでアトラスとしても好し，　　實に，何にでも癒用できるものにな

つナニ．骨格も初版の五分の一である．

　今や，肉眼星圖の完全なものとしては，此の細砂が我が國に唯一のもの

である．書かれてある星の激4300個．星雲や星圖なども，王なものは皆含

まれてみる・

　　　痩50鐘　　i途料2銭　（導入）il包邊料10銭）

改正　第六　版

簡 易 星 圖

大きさ40センチx50センチ，肉眼恒星約IO⑪0個．

一枚金十銭（逡　料　共）
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